


令
和
4
年
度 

予
算
の
概
要

　

令
和
4
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
財
政
課　

TEL

内
線
2
4
1

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

市
政
進
展
の
た
め
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
第
5
代
熊
谷
市
長

と
し
て
、
私
の
政
策
理
念
で
あ
る

「
新
熊
谷
プ
ラ
イ
ド
の
創
造
」
の
も

と
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
等
の
施
策

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
特
に
、
昨
年
12
月
の
補
正

予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
再
拡
大
に
備
え
、
小
中
学

校
を
通
じ
児
童
・
生
徒
の
い
る
家

庭
へ
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
し
た
。
ま
た
、
3
月
の
補
正
予

算
で
は
、
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行

継
続
の
た
め
、
地
域
公
共
交
通
事

業
者
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
は
、
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
や
各
種
支
援
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
私
の
政
策
理
念
を
実

現
す
る
た
め
の
7
つ
の
基
本
政
策

に
重
点
配
分
を
行
い
、
予
算
規
模

6
9
0
億
円
、
対
前
年
度
比
27
億

円
、
率
に
し
て
4.

0
7
パ
ー
セ
ン

ト
増
の
積
極
予
算
と
い
た
し
ま
し

た
。
市
税
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
等
が
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
厳

し
い
状
況
に
あ
る
市
民
生
活
や
地

域
経
済
を
支
え
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熊谷市長

小林　哲也

令和 4 年度の新型コロナウイルス対策関連事業をお知らせします令和 4 年度の新型コロナウイルス対策関連事業をお知らせします

感染症対策

自宅療養者支援事業（753 万円）
　自宅療養者に対して
パルスオキシメーター
の配送、食料および生
活必需品の宅配等を行
うほか、自宅療養中の
妊婦の健康状態を把
握する分

ぶ ん

娩
べ ん

監視装置
を購入する医療機関へ
の補助を行います。

新型コロナウイルスワクチン接種事業
（8 億 1,571万円）
　新型コロナウイルス感染症のまん延予防のた
め、新型コロナワクチンの 3 回目接種事業を引き
続き実施します。

高規格救急自動車整備事業（4,007 万円）
　新型コロナウイルス感染症に係る救急出動に対
応するため、感染症の
疑いがある患者を隔離
した状態で安全に搬送
できる資器材を備えた
高規格救急自動車を追
加導入します。

　　ポストコロナに向けた地域・社会支援

シティプロモーション事業（1,870 万円）
　ポストコロナを見据えたシティプロモーション
として電子雑誌、紙冊子および動画を制作します。

キャッシュレスで地域応援事業
（4 億 7,356 万円）
　コロナ禍で落ち込んだ消費を喚起するため、市
内のキャッシュレス決済
加盟店のうち指定の店舗
で決済サービスを利用し
た方に対し、期間限定で
ポイント（還元率 25 パー
セント）を付与します。
また地域通貨の導入を検
討します。

子育て世帯学校給食応援事業（3,016 万円）
　給食食材費の価格上昇分を市が負担すること
で、子育て世帯の経済的負
担を軽減します。

※支援内容は状況により※支援内容は状況により
　変更となる場合があります。　変更となる場合があります。

2令和4年（2022）4月



一般会計　歳入・歳出の内訳令和4年度 当初予算額

一般会計 690 億円

特別会計 246 億 8,000 万円

国民健康
保険 195 億 8,078 万円

公共用地
先行取得 497 万円

駐車場
事業 1,883 万円

土地区画
整理事業 17 億 4,331万円

農業集落
排水事業 5 億 4,288 万円

後期高齢
者医療 27 億 8,923 万円

水道事業 90 億 2,400 万円

下水道事業 67 億 8,000 万円

合計 1,094 億 8,400 万円

歳入
690億円

歳出
690億円

 

市税
293億240万円
（42.5％）

民生費
307億4,145万円
（44.6％）

土木費
80億1,021万円
（11.6％）

衛生費
64億5,800万円
（9.4％）

総務費
63億4,743万円
（9.2％）

教育費
60億9,433万円
（8.8％）

公債費
43億4,078万円
（6.3％）

農林水産業費
11億9,248万円
（1.7％） 

農林水産業費
11億9,248万円
（1.7％） 

その他
9億3,736万円
（1.3％） 

その他
9億3,736万円
（1.3％） 

消防費
27億4,041万円
（4.0％） 

消防費
27億4,041万円
（4.0％） 

商工費
21億3,755万円
（3.1％） 

商工費
21億3,755万円
（3.1％） 

国庫支出金
122億836万円
（17.7％）

地方交付税
40億円
（5.8％）

諸収入
27億2,648万円
（4.0％）  

法人事業税交付金
4億4,000万円（0.6％）

使用料および手数料
6億7,827万円（1.0％） 

地方譲与税
5億8,109万円（0.8％） 

その他
9億7,277万円
（1.4％） 

繰入金
31億2,980万円
（4.5％）  

県支出金
53億4,643万円
（7.7％）

地方消費税交付金
46億円
（6.7％）

市債
40億1,440万円
（5.8％）

繰越金
10億円
（1.5％）  

 

令
和
4
年
度　

主
な
事
業
（
数
字
は
予
算
額
）　

①
安
心
安
全
の
ま
ち

　
　
　
　

熊
谷
を
創
り
ま
す

～
市
民
生
活
支
援
～

◦
予
防
接
種
事
業

（
7
億
7
9
4
5
万
円
）

　
子
宮
頸け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
昨
年
12
月
か
ら
再
開
し
た
中
学

１
年
生
～
高
校
１
年
生
相
当
の
世

代
へ
の
勧
奨
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
対
象
を
小

学
6
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

◦
造
血
幹
細
胞
移
植
後

ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用

補
助
事
業（
61
万
円
）

　

小
児
が
ん
等
の
治
療
の
た
め

に
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
っ
た
結

果
、
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
が
必
要
と

医
師
が
認
め
た
方
へ
の
接
種
に
係

る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

～
防
災
安
全
対
策
～

◦
安
全
な
ま
ち
推
進
事
業

（
7
4
9
6
万
円
）

　
市
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
10
基
を
設

置
し
、
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

組
織
の
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
燃
料

費
の
補
助
金
を
増
額
し
ま
す
。

◦
ゾ
ー
ン
30
整
備
事
業

（
1
6
0
0
万
円
）

　
歩
行
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
住
宅
街
を
中
心
に
区
域
を

定
め
て
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

速
度
抑
制
等
の
交
通
安
全
対
策
を

実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
籠
原

南
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

◦
新
星
川
改
修
事
業

（
3
6
4
1
万
円
）

　
準
用
河
川
新
星
川
に
つ
い
て
、

計
画
的
に
改
修
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
本
年
度
は
中
央
三
丁
目
地
内

の
護
岸
工
事
を
行
い
ま
す
。

～
暑
さ
対
策
～

◦「
暑
さ
対
策
」ラ
グ
サ
サ
イ
ズ

動
画
で
暑
熱
順
化
事
業

（
47
万
円
）

　

暑
さ
の
ピ
ー
ク
の
前
に
体
を

慣
れ
さ
せ
る
「
暑
熱
順
化
」
の
周

知
と
実
践
の
た
め
、
ラ
グ
ビ
ー
の

要
素
を
取
り
入
れ
た
「
ラ
グ
サ
サ

イ
ズ
動
画
」
を
作
成
・
配
信
し
ま

す
。

◦「
暑
さ
対
策
」通
学
で
日
傘
を

さ
そ
う
事
業（
1
3
7
6
万
円
）

　

登
下
校
時
を
中
心
に
日
傘
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
体
温
上
昇
と

脱
水
を
防
ぎ
、
熱
中
症
を
予
防
す

る
た
め
、
小
学
生
に
本
市
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
日
傘
を
配
布
し
ま
す
。

～
市
民
協
働
～

◦
市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」

空
き
家
利
活
用
促
進
事
業

（
1
0
0
万
円
）

　
建
築
士
の
有
資
格
者
と
協
働
し

て
、
利
活
用
に
必
要
な
手
続
等
を

広
く
周
知
し
、
空
き
家
利
活
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

◦
市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」

ひ
ろ
せ
野
鳥
の
森
駅
駐
輪
場

整
備
事
業（
50
万
円
）

　
熊
谷
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
と

協
働
し
、「
ひ
ろ
せ
野
鳥
の
森
駅
」

の
駐
輪
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
長
の
政
策
理
念
「
新
熊
谷
プ
ラ
イ
ド
の
創
造
」

「
新
熊
谷
プ
ラ
イ
ド
の
創
造
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
現
す
る
た
め
の
7
つ
の
基
本
政
策
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②
親
も
子
も
笑
顔
が

　
　

輝
く
熊
谷
を
創
り
ま
す

～
子
育
て
支
援
～

◦
子
育
て
支
援
・
保
健
拠
点
施
設

整
備
事
業（
1
2
2
9
万
円
、債
務

負
担
行
為
63
億
9
1
7
5
万
円
）

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
休
日
・
夜
間
急

患
診
療
所
等
の
機
能
を
有
す
る
子

育
て
支
援
・
保
健
拠
点
施
設
の
整

備
に
向
け
て
、
事
業
者
募
集
を
行

い
、
整
備
か
ら
15
年
間
の
管
理
・

運
営
の
契
約
を
行
い
ま
す
。

◦
民
間
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業

（
2
億
8
6
6
8
万
円
）

　
第
2
期
熊
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
民

間
の
認
定
こ
ど
も
園
（
2
園
）
お

よ
び
保
育
園
（
１
園
）
の
整
備
へ

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◦
産
後
ケ
ア
事
業（
4
1
3
万
円
）

　
心
身
の
不
調
や
育
児
不
安
が
あ

る
母
親
に
対
し
、
宿
泊
や
通
所
に

よ
り
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー

ト
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
本
年

度
は
対
象
を
出
産
後
1
年
未
満
の

母
子
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

◦
学
校
給
食
費
第
三
子
以
降

無
償
化
事
業（
3
9
0
0
万
円
）

　
多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

小
中
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校

に
通
う
第
三
子
以
降
の
給
食
費
を

無
償
化
し
ま
す
。
本
年
度
は
第
一

子
の
年
齢
要
件
を
18
歳
以
下
に
ま

で
拡
大
し
ま
す
。

～
教
育
環
境
の
充
実
～

◦
校
外
方
式
水
泳
授
業
導
入
事
業

　
（
2
1
7
0
万
円
）

　
令
和
3
年
度
か
ら
開
始
し
た
、

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
泳
力
向
上
の
た
め
の
校
外
方
式

水
泳
授
業
に
つ
い
て
、
本
年
度
は

三
尻
小
学
校
、
籠
原
小
学
校
に
導

入
し
ま
す
。

④
文
化
と
伝
統
の
薫
る

　
　
　
　

熊
谷
を
創
り
ま
す

～
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
振
興
～

◦
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
連
携
事
業

（
5
8
5
万
円
）

　
熊
谷
市
を
拠
点
と
す
る「
埼
玉

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ

ツ
」が
地
域
に
愛
さ
れ
、
共
に
盛

り
上
が
っ
て
い
け
る
よ
う
、
国
際

交
流
試
合
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
、
フ
ァ
ン
層
拡
大

の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
第
77
期
本
因
坊
戦
熊
谷
対
局

実
施
事
業（
4
4
0
万
円
）

　

ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
熊
谷
お
よ

び
歓
喜
院
聖
天
堂
の
国
宝
指
定

10
周
年
を
中
心
と
し
た
観
光
資

源
Ｐ
Ｒ
等
の
た
め
、
第
77
期
本
因

◦
小
学
校
・
中
学
校
照
明
L
E
D

化
事
業
（
債
務
負
担
行
為　

小
学
校
3
億
3
0
0
0
万
円
、

中
学
校
2
億
8
0
0
0
万
円
）

　
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

学
校
施
設
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
10
年
の
リ
ー
ス
契
約
を
行
い
ま

す
。

◦
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業

（
5
億
1
4
4
9
万
円
）

　
老
朽
化
し
た
校
舎
の
外
壁
改
修
、

屋
上
防
水
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
吉
岡
・
成
田
・
籠
原

小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

③
み
ん
な
に
優
し
い
福
祉
の

　
　
　
　

熊
谷
を
創
り
ま
す

◦
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備

助
成
事
業（
1
5
1
1
万
円
）

　
市
内
に
介
護
施
設
を
開
設
す
る

民
間
事
業
者
に
対
し
、
施
設
の
開

設
時
に
必
要
な
初
期
経
費
に
つ
い

て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◦
高
齢
者
・
児
童
ふ
れ
あ
い

　

セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業

（
2
億
6
7
2
2
万
円
）

　
施
設
利
用
者
が
今
後
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
大

規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

坊
戦
を
5
月
に
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ

文
化
公
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
催

し
ま
す
。

～
文
化
・
歴
史
・
伝
統
の
継
承
～

◦
市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」歴
史

ロ
マ
ン
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

事
業（
2
2
0
万
円
）

　
原
始
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
熊

谷
の
歴
史
、
偉
人
、
食
文
化
、
自

然
環
境
等
を
伝
え
る
資
料
を
4
Ｋ

技
術
や
ド
ロ
ー
ン
撮
影
等
、
最
新

技
術
を
活
用
し
た
映
像
記
録
に
し

て
、世
界
へ
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

◦
郷
土
資
料
の
電
子
化
保
存
・
公
開

事
業（
図
書
館
管
理
運
営
経
費

1
億
6
1
6
6
万
円
の
う
ち

3
5
0
万
円
）

　

熊
谷
図
書
館
閉
架
書
庫
所
蔵

の
戦
前
刊
行
図
書
等
の
う
ち
、
特

に
希
少
価
値
の
高
い
資
料
を
電
子

化
し
保
存
す
る
と
と
も
に
、
電
子

図
書
館
で
公
開
し
ま
す
。

4令和4年（2022）4月



⑤
元
気
な
農
業
を
創
り
ま
す

◦
担
い
手
育
成
支
援
事
業

（
1
8
4
0
万
円
）

　
新
規
就
農
者
、
農
業
経
営
体
の

法
人
化
、
担
い
手
の
機
械
導
入
の

支
援
に
加
え
、
経
営
を
継
承
し
た

後
継
者
を
支
援
し
ま
す
。

◦
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

（
1
0
0
万
円
）

　
「
熊
谷
の
顔
」と
な
る
農
産
物
と

農
産
物
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
ま
す
。
生
産
・
流
通
・

消
費
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り

を
生
産
者
な
ど
を
含
め
て
研
究

す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
へ
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

◦
池
上
地
区「
道
の
駅
」整
備
事
業

（
2
億
3
2
6
6
万
円
）

　
（
仮
称
）
道
の
駅
「
く
ま
が
や
」

を
中
心
と
す
る
食
を
テ
ー
マ
と
し

た
地
域
活
性
化
拠
点
を
整
備
し
、

地
産
地
消
の
推
進
と
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
り
ま
す
。本
年
度
は
、

事
業
者
選
定
に
向
け
た
要
求
水

準
書
等
作
成
や
外
周
道
路
整
備

工
事
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

を
行
い
ま
す
。

⑥
将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　

熊
谷
を
創
り
ま
す

◦
荒
川
公
園
周
辺
再
整
備
事
業

（
2
1
4
8
万
円
）

　
（
仮
称
）新
市
民
体
育
館
の
整

備
に
向
け
て
、
整
備
エ
リ
ア
と
し

て
想
定
さ
れ
て
い
る
荒
川
公
園
周

辺
の
再
整
備
計
画
の
策
定
等
を

行
い
ま
す
。

◦（
仮
称
）第
2
中
央
生
涯
活
動

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

（
1
9
0
0
万
円
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
地

域
公
民
館
等
の
施
設
を
集
約
化
・

複
合
化
し
、
異
分
野
・
多
世
代

で
交
流
で
き
る（
仮
称
）第
2
中
央

生
涯
活
動
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向

け
て
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

策
定
等
を
行
い
ま
す
。

～
イ
ン
フ
ラ
整
備
～

◦
生
活
道
路
お
よ
び

　

排
水
路
の
整
備
の
推
進

　
（
13
億
2
5
5
4
万
円
）

　

生
活
道
路
の
側
溝
整
備
や
舗

装
新
設
・
補
修
、
排
水
路
の
整

備
・
修
繕
等
、
自
治
会
等
か
ら
要

◦
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
村

　

Ｗワ

ｉイ-

Ｆフ
ァ

ｉイ

環
境
整
備
事
業

　
（
2
4
8
9
万
円
）

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
村
「
く
ま
ぴ

あ
」
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、
総

合
管
理
棟
お
よ
び
創
作
展
示
棟
の

一
部
な
ら
び
に
宿
泊
棟
に
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

⑦
持
続
可
能
な
行
政
を
創
り
ま
す

～
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

◦
武
道
館
大
規
模
修
繕
事
業

（
2
億
2
9
0
0
万
円
）

　

安
全
性
や
利
便
性
の
観
点
か

ら
、
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

大
規
模
修
繕
工
事
を
実
施
し
、

望
の
多
い
生
活
環
境
の
改
善
を
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

◦
通
学
路
整
備
事
業

　
（
6
5
0
万
円
）

　
玉
井
小
学
校
と
玉
井
中
学
校
の

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
久
保
島
地

内
の
市
道
4
0
4
3
5
号
線
と

4
0
4
3
6
号
線
の
安
全
確
保
の

た
め
歩
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
調
査
測
量
を
実
施
し

ま
す
。

～ 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
組 

～

◦
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

（
3
1
8
1
万
円
）

　
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
事
業
化
に

向
け
た
調
査
事
業
、
各
種
デ
ー
タ

の
利
活
用
検
討
調
査
事
業
、
熊
谷

ま
ち
あ
る
き
ア
プ
リ
「
く
ま
ぶ
ら
」

の
運
用
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

長
寿
命
化
対
策
を
行
い
ま
す
。

◦
消
防
本
部
庁
舎
大
規
模
修
繕

事
業（
8
9
0
万
円
）

　

消
防
本
部
と
熊
谷
消
防
署
庁

舎
に
つ
い
て
、
個
別
施
設
計
画
に

基
づ
き
、
資
機
材
の
増
加
等
の
職

場
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
大
規
模
修
繕
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
本
年
度
は
設
計
委
託
を
行

い
ま
す
。

～
自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の

推
進
～

◦
庁
舎
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

　

整
備（
情
報
管
理
業
務
経
費

5
億
6
2
9
6
万
円
の
う
ち

1
2
2
万
円
）

　
本
庁
舎
お
よ
び
行
政
セ
ン
タ
ー

に
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整

備
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
熊
谷
市
の
予
算
・
決
算
な
ど

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

下
記
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

市ホームページ
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9 【21】　【21】　小小
おお

野野
のの

寺寺
で らで ら

  賢賢
け んけ ん

人人
とと

　　　　　　
10【12】　【12】　太太

お おお お

田田
たた

  大大
や ま とや ま と

和和
11【30】　【30】　倉倉

く らく ら

橋橋
は しは し

  瞳瞳
ど うど う

人人
じ んじ ん

12 【36】　【36】　日日
ひひ

髙髙
だ かだ か

  太太
た いた い

勢勢
せ いせ い

13 【55】　フェルナンド【55】　フェルナンド
14 【99】　【99】　片片

か たか た

山山
や まや ま

  博博
ひ ろひ ろ

視視
しし

15 【16】　【16】　辻辻
つ じつ じ

  空空
そ らそ ら

　　　　
令和 4年（2022）4月 6



どの選手を特に応援する？どの選手を特に応援する？
（番号・背番号・名前の順で掲載しています）（番号・背番号・名前の順で掲載しています）

1 【14】　【14】　植植
う えう え

田田
たた

  蒼蒼
そ うそ う

2 【56】　【56】　横横
よ こよ こ

田田
たた

  宏宏
ひ ろひ ろ

道道
み ちみ ち

3 【41】　【41】　中中
な かな か

嶋嶋
じ まじ ま

  涼涼
りょうりょう

4 【47】　【47】　武武
た けた け

内内
う ちう ち

  風風
か ざか ざ

希希
きき

5 【20】　【20】　高高
た かた か

木木
ぎぎ

  結結
ゆ うゆ う

大大
たた

6 【19】　【19】　長長
な がな が

尾尾
おお

  光光
ひかるひかる

　　　　　　　　　　
7 【  6 】　【  6 】　 口口

ぐ ちぐ ち

  正正
せ いせ い

修修
しゅうしゅう

8 【18】　【18】　由由
よ しよ し

規規
の りの り

　　　　　　　　　　　　　　

ひひ

7 令和 4年（2022）4月



●妻沼庁舎・妻沼行政センター　〒 360-0292　弥藤吾 2450　 TEL 048-588-1321　　
●江南庁舎・江南行政センター　〒 360-0192　江南中央 1-1　TEL 048-536-1521 市政ワイド市政ワイド

軽度生活援助事業

対象　65 歳以上の一人暮らしまたは高齢者のみの
世帯の方（介護保険のヘルパーが利用可能な方は
利用できません）
利用時間・限度　平日の 8:30 ～
17:00（1 年度中に 30 時間まで、
月 4 時間が上限）
サービス内容　
〇外出・散歩等の付添いの支援
〇食材・生活必需品等の買物の支援
〇屋内の掃除または整理・整頓の支援など
費用　１時間当たり 300 円
◆長寿いきがい課　 TEL  内線 280　
◆各行政センター福祉担当係

配食サービス

対象　65 歳以上の一人暮らしまたは高齢者のみの
世帯の方で、必ず手渡しでお弁当（昼食）を受け取
れる方
提供日　週 4 日以内（日曜日、
年末年始を除く）
費用　1 食 400 円
申込み　申請書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課　
TEL  内線 280　
◆各行政センター福祉担当係

熊谷さくら運動公園屋内プール ｢アクアピア｣・
健康スポーツセンター無料利用券

対象　市内在住の 65 歳以上の方
交付枚数　一人当たり年度内 2 枚
申込み　本人確認書類（健康保険証など）を持参し、
申請書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課　 TEL  内線 280
◆各行政センター福祉担当係
◆熊谷さくら運動公園屋内プール
TEL 048-533-9100
◆健康スポーツセンター　
TEL 0493-39-5511

健康入浴券（見晴湯・桜湯）

　65 歳以上 77 歳未満の方に 100 円で利用できる
券、4 月 1日現在で 77 歳以上の方に無料券を交付
します。
交付枚数　自宅にお風呂がない方は月当たり 4 枚、
自宅にお風呂がある方は月当たり1 枚
申込み　本人確認書類（健
康保険証など）を持参し、
申請書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課
TEL  内線 280　　
◆各行政センター
　福祉担当係

第 77 期 本因坊戦第 77 期 本因坊戦  が熊谷で開催されます

高齢者の方のためのサービスをご案内します

熊
谷
さ
く
ら
祭
の
開
催
期
間
は
、4
月
6
日（
水
）（
予
定
）ま
で
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

◆（
一
社
）熊
谷
市
観
光
協
会　
TEL  

0
4
8-

5
9
4-

6
6
7
7

Ⅰ　子どもの部（中学生以下）

とき　5 月 7 日（土）13：00 ～
組分け　段級別ハンデ戦、初級者戦
定員　16 人　　
費用　700 円（参加賞等）

Ⅱ　一般の部

とき　5 月 8 日（日）9：00 ～
種別　①本因坊戦の部、
　　　②囲碁天国（段級別ハンデ戦）
定員　① 16 人、② 100 人
費用　①② 1,500 円（参加賞・昼食付）

Ⅲ　プロ棋士による指導碁

とき　5 月 8 日（日）
【午前の部】10：00 ～、【午後の部】13：30 ～
内容　棋士 2 人による 4 面打ち
定員　各 8 人　　
費用　1,000 円

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ共通 　　　　　　　
ところ　妻沼中央公民館
申込み　4 月 22 日（金）までに費用を添えて下記へ。
◆第 77 期本因坊戦熊谷市実行委員会事務局

（中央公民館内）TEL 048-523-0895

　囲碁界の七大タイトル戦で最も伝統ある本因坊戦の第 2 局が 5 月 24 日（火）・25 日（水）に熊谷
ラグビー場で開催されます。本因坊戦開催に伴い、次の囲碁大会を開催します。

第77 期  本因坊 戦  熊 谷 対 局記 念  第7回  熊 谷 め ぬま縁 結び 囲碁 大 会第77 期  本因坊 戦  熊 谷 対 局記 念  第7回  熊 谷 め ぬま縁 結び 囲碁 大 会

8令和4年（2022）4月



市政ワイド市政ワイド
●熊谷市役所（本庁舎）　　　　〒 360-8601　宮町 2-47-1　　TEL 048-524-1111　　
●大里庁舎・大里行政センター　〒 360-0195　中曽根 654-1　TEL 0493-39-0311

　市では、市内に暮らす（転入予定者を含む）性的少数者（ＬＧＢＴＱ）であるお二人が、お互いを人生のパー
トナーとして協力し合うことを宣誓し、その宣誓を市が証明する「熊谷市パートナーシップ宣誓制度」を 4
月 1日（金）から開始します。婚姻制度のように法律上の効果は生じませんが、宣誓されたお二人が、安
心して自分らしく暮らすことができるまちづくりを目指し、多様性を認め合い、共に生き、支え合う社会を
実現させるための制度です。　　　　　　　　　　　　　　　◆人権政策課　 TEL  内線 356

　市では、人口減少・少子高齢化に対応した「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりを進めるため、
「熊谷市立地適正化計画」を策定・公表しました。この計画の中では次の 2 つの区域を設定しています。
居住誘導区域　一定の人口密度を維持する区域
都市機能誘導区域　医療、福祉、商業等の生活サービス施設（誘導施設）を維持・誘導する区域

 熊谷市パートナーシップ宣誓制度熊谷市パートナーシップ宣誓制度  が始まります

 立地適正化計画立地適正化計画  の届出制度が始まります

宣誓の流れ

　電話・メール・FAX などで希望日
の 1 週間前までに予約してください。

　市役所にお越しいただき、本人確
認書類を提示、必要書類を提出くだ
さい。　「パートナーシップ宣誓書」、

「パートナーシップ宣誓に関する確認
書」を、市職員の面前で、お二人が
記入・署名してください。

　書類一式を確認の上、「パートナー
シップ宣誓証明書」、「パートナーシッ
プ宣誓証明カード」を交付します。（交
付には 7 ～ 10 日程度かかります）

下表①・②の開発や建築を行う際は、着手の 30 日前までに、市に届出をする必要があります

①居住誘導区域外に係る届出 ②都市機能誘導区域内外に係る届出

開発行為

3 戸以上の住宅の建築を目的とする開
発行為
1 戸または 2 戸の住宅の建築を目的と
する開発行為で、その規模が 1,000 平
方メートル以上のもの

建築等行為
3 戸以上の住宅を新築しようとする場合
建築物を改築または用途を変更し、3 戸
以上の住宅にする場合

都市機能
誘導区域外の
届出対象行為

開発
行為

誘導施設を有する建築物の建築を目
的とする開発行為

建築等
行為

誘導施設を有する建築物を新築しよ
うとする場合
建築物を改築または用途を変更し、
誘導施設を有する建築物にする場合

都市機能
誘導区域内の
届出対象行為

当該区域に設定されている誘導施設を休止
または廃止する場合※詳しくは、市ホームページからご確認ください。

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
16
万
4
1
4
4
人
（
3
月
1
日
登
録
時
点
）　

12
月
と
比
較
し
、
男
性
85
人
減
少
、
女
性
1
4
3
人
減
少
し
ま
し
た
。　

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
TEL 

内
線
3
9
7 ◆都市計画課（大里庁舎）  TEL 0493-39-4807

ＬＧＢＴＱとは？
○ L

レ ズ ビ ア ン
esbian：同性を好きになる女性

○ G
ゲ イ
ay：同性を好きになる男性

○ B
バイセクシャル
isexual：同性も異性も好きになる人

○ T
ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー
ransgender：身体の性と心の性が異

　 なる人
○ Q

ク エ ス チ ョ ニ ン グ
uestioning：自分の性が分からない、

　 決められない人

宣誓を行うことができる方
　次の全てに該当する双方または一方が性
的少数者（ＬＧＢＴＱ）である人

①双方が成年に達している（満18歳以上）
②市内に在住か転入を予定している
③配偶者（事実婚を含む）がいない
④パートナーシップの関係にある方が他
　にいない
⑤双方が近親者でない

市ホームページ
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家庭用生ごみ処理容器等の購入費を補助します
　家庭から出る生ごみの減量とリサイクルを推進するため、「生ごみ処理機・容器」の購入に対し補助
金を交付します。

こ
ど
も
課
で
は
、臨
床
心
理
士
が
子
育
て
に
関
す
る
心
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。　
（
要
予
約
）　　
　
　
　
　
　
　
　

◆
こ
ど
も
課　
TEL  

内
線
5
8
5

住宅用再生可能エネルギー設備等の設置費を補助します

受付期間　令和 5 年 3 月 31日（金）までに環境政
策課（江南庁舎）へ直接提出。（※郵送不可）
※各補助金とも、設置後の申請となります。また、申

請は、受付順に審査します。受付期間中でも予算
額に達した場合は、受付を終了します。

※各補助金制度の案内（パンフレット）および申請書
等は、下記で配布しているほか、市ホームページか
らもダウンロードできます。交付要件や添付書類な
ど、詳しくは案内で必ずご確認ください。　　　

◆環境政策課（江南庁舎）　TEL 048-536-1547

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
設
置
費
補
助
金

補助対象設備 対象機種および補助金額
※補助金は、「まち元気」熊谷市商品券での交付となります。 対象

住宅用太陽光発電
システム

電力会社との間で電力受給契約を結び、余剰電力の買取契約を締結
していること。
○１キロワット当たり2 万円を最大出力に乗じて得た額で、10 万円を
　上限。

市内の住宅（新
築含む）に令和
4 年 4 月1日以
降に未使用の対
象システムを設
置した方で、市
税等の滞納のな
い方

住宅用太陽熱利用
システム

（一財）ベターリビングの優良住宅部品認定を受けたものであること。
○自然循環型 1万円、強制循環型 3 万円

家庭用燃料電池
システム

（一社）燃料電池普及促進協会の指定機器システムであること。
○対象経費の 5 パーセントで、上限 5 万円

家庭用蓄電
システム

国のネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（Ｚ
ゼ ッ チ
ＥＨ）支援事業の登録済製

品であること。
○対象経費の 5 パーセントで、上限 5 万円

住宅用エネルギー
マネジメントシステム

（H
ヘ ム ス
EMS）

Ｅ
エ コ ー ネ ッ ト

ＣＨＯＮＥＴ Ｌ
ラ イ ト

ｉｔｅを標準インターフェイスとして搭載しているも
のであること。
○1万円

地中熱利用
システム

年間エネルギー消費効率が 3.0 以上であること。
○対象経費の 5 パーセントで、上限 10 万円

電気自動車充給電設備
（Ｖ

ブイ
2
ツー

Ｈ
エイチ

）設置費補助金

電気自動車等からの電力を当該申請に係る建築物の分電盤を通じて
使用するために必要な機能を有するものであること。
○対象経費の 5 パーセントで、上限 5 万円

スマートハウス補助金

下記の①～④の機器を全て備え、⑤の認定を受けた新築住宅
①太陽光発電システム（2.5 キロワット以上）
※全量買取契約を締結している場合は不可
②エネファームまたは家庭用蓄電システム、③住宅用エネルギーマネジ
メントシステム（HEMS）、④ LED 照明（※居室の全て）、⑤長期優良住宅
の認定
○ 30 万円（うち15 万円分は「まち元気」熊谷市商品券で補助します）
※申請は、住宅の所有権保存登記日から１年以内に限ります。

市内に注文住宅
を新築、または
建て売り住宅を
購入し、自ら居
住する方で、市
税等の滞納のな
い方

対象 補助金額 補助金額上限
生ごみ処理容器
(1世帯 2 基まで ) 購入価格の 1/2

（消費税等除く・
100 円未満切捨て）

１基当たり
5,000 円

電気式処理機
(1世帯 1 基まで ) 30,000 円

※申請は、受付順に審査します。受付期間中でも
予算額に達した場合は、受付を終了します。

　また、申請者が購入したことを証明する書類（領
収書等）を添付して申請してください。

※申請方法など、詳しくは市ホームページからご
　確認いただくか、下記へお問い合わせください。
◆環境推進課（江南庁舎）TEL 048-536-1549
◆妻沼行政センター地域振興係
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病児・病後児保育、送迎病児保育をご利用ください
　「病児・病後児保育」は、病気または病気回復
期にあり、集団保育が困難な市内に住む児童で、
保護者の就労等により家庭で保育できない場合に
利用することができます。
　「送迎病児保育」は、通所している熊谷市内の
保育所等で児童が体調不良になり、保護者が就労
等の理由により迎えに行くことが困難なときに、
病児保育室の看護師等が保育所等に児童を迎えに
行き、病児保育室で保護者がお迎えに来るまでお
預かりします。

対象　次の①～③を全て満たす方
①市内に住む生後 6 か月から 10 歳
未満の児童（送迎病児保育は未就学
児のみ）、②病気または病気回復期
の児童、③保護者が就労等で保育が難しい場合
費用　1 日 2,000 円（別途、医師の診療情報提
供書・給食費・おやつ等の実費が掛かります）
※利用に際しては事前登録が必要です。詳しくは、

下表の施設へお問い合わせください。
◆保育課　TEL 内線 538

「暑さ対策」涼しさ体感アート事業に応募してみませんか？令
和
4
年
度
市
町
村
交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
み
を
受
付
中
で
す
。 

詳
し
く
は
下
記
へ
。　

◆
安
心
安
全
課 

TEL 

内
線
2
8
5　

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
係

クビアカツヤカミキリの被害拡大防止に補助金があります

　クビアカツヤカミキリ（特定外来生物）によって桜や桃等が枯れる被害を防ぐ
ため、予算の範囲内で下表の拡大防止取組に対して補助します。
※捕獲する際は、私有地に許可なく侵入しないよう注意してください。
※生きたままでの運搬は法律で禁止されています。必ず殺虫してください。
◆環境政策課（江南庁舎）　 TEL 048-536-1547

①階段アート作品の募集

応募資格　個人・団体問わず誰でも応募可
応募作品　「涼」「水」「青」をテーマとした作品（絵
画・ＣＧ・写真などのアート）
展示期間　下記の箇所で7月1日（金）～9月30日（金）
展示箇所　熊谷駅・籠原駅階段（計6 か所）
応募方法　応募用紙および応募作品をＥメール、郵
送、持参のいずれかの方法で 5 月 10 日（火）（必着）
までに政策調査課（本庁舎 3 階）へ提出。
※応募用紙は下記窓口で配付のほか、
　市ホームページからダウンロードで
　きます。

②協賛（掲載広告）の募集

施設 サイズ・協賛額 特典
熊谷駅

南口階段
（最大 5 枠）

縦 14㎝×
横 640㎝
80,000 円 / 枠

当該階段に設ける協賛表
示枠の提供（1段×1枠）
展示期間　7/1（金）～
9/30（金）
掲載内容　企業名、ロ
ゴマーク等

籠原駅南口
階段（東階段）

縦 14㎝×
横 382㎝
40,000 円 / 枠

（各最大 3 枠）
籠原駅南口

階段（西階段）
応募方法　市ホームページから応募用
紙をダウンロードし、5 月 10 日（火）（必
着）までにＥメールで下記へ提出。

◆政策調査課　TEL 内線 369　 Eメール  seisakuchosa【アットマーク】city.kumagaya.lg.jp

対象 補助金額
被害木を所有・管理し、伐採または薬剤防除を業者委
託した個人・事業者

伐採または薬剤防除に要した費用の1/2で100円未満
切捨て（上限5万円）

ＮＥＷ  市内でクビアカツヤカミキリの成虫を捕殺し、
　　　　持ち込んだ個人

成虫20匹に付き「まち元気」熊谷市商品券1,000円
（上限1人200匹〈1万円〉まで）

実施施設名（住所） 区分 利用時間 電話番号
熊谷生協病院（上之 3854） 病児保育・送迎病児保育 月～金曜日 8:00 ～18:00 TEL 048-524-3841
篭原のこキッズ保育園

（籠原南 1-133）
病後児保育

（病気回復期のみ） 月～金曜日8:30 ～17:30 TEL 048-531-3901

黒い体と真っ赤な首（実際
は前胸）が特徴です。

市ホームページ 市ホームページ
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熊谷市国民健康保険に関するお知らせ
社会保険等に加入・脱退した場合、手続が必要です
　熊谷市国民健康保険の被保険者が社会保険等に
加入した場合、国保脱退の届出が必要です。届出が
ないと、国民健康保険税が賦課されたままになりま
す。また、社会保険等を脱退した場合、国保加入の
届出が必要です。

マイナンバーカードが健康保険証として利用できます
　オンライン資格確認の運用により、被保険者証の
代わりにマイナンバーカードを用いて医療機関を受
診（※）できます。この場合、事前に登録が必要とな

りますので、詳しくは下記コードからご確認くださ
い。
※マイナンバーカードで医療機関を受診するためには、

医療機関にカードリー
ダーが設置されている
ことが必要です。ご利
用できない医療機関も
ありますので、当面の
間は、必ず現在の健康
保険証も一緒に医療機関にお持ちください。

◆保険年金課　TEL 内線 279

マイナポータル
ホームページ

厚生労働省
ホームページ

合併処理浄化槽の補助金をご存じですか？
①維持管理の補助制度

対象　直近の清掃から過去 1 年以内に保守点検を
3 回以上、法定検査１回を実施している方
対象区域　下水道供用開始区域および農業集落排
水処理開始区域を除いた市内全域
申請期限　清掃日以降 1 年以内
補助対象期間・回数　10 年間最大 10 回

補助金額

5 人槽で
15,000 円

6 人槽で
16,000 円

7 人槽で
17,000 円

8 人槽で
18,000 円

9 人槽で
19,000 円

10 人槽で
20,000 円

◆環境推進課（江南庁舎）　TEL 048-536-1570
◆妻沼行政センター地域振興係

②家庭用の単独処理浄化槽やくみ取り便槽を

　合併処理浄化槽に入れ替える方への補助制度

対象区域　下水道事業計画区域と農業集落排水事
業計画区域を除く市内全域

人槽
区分

浄化槽
設置費

補助限度額

単独処理浄化槽
またはくみ取り
便槽の処分費
補助限度額

配管工事費
補助限度額

5 人槽 352,000 円
60,000 円 150,000 円6 ～ 7 人槽 434,000 円

8 ～ 10 人槽 568,000 円
※転換促進地域（ムサシトミヨが生息している区域

周辺）では、補助金額を上乗せする制度がありま
す。詳しくは、市ホームぺージからご確認ください。

はじめの一歩助成金 はじめの一歩助成金 申請団体を募集します
　公益性のある活動を行う NPO・ボランティア
団体等の活性化を図るため下表のとおり「はじめ
の一歩助成金」を交付します。
申込み　右記で配付する申請書と必要書類を添え
て、4 月 1 日（金）～ 22 日（金）に右記へ提出。

（受付は平日 8:30 ～ 17:15）
※助成金の手引・申請書は、4 月 1 日（金）から

市ホームページでダウンロードできます。

◆市民活動推進課　TEL 内線 475

助成対象期間 内容 補助金額

スタート
助成金

6 月 1日（水）～令和 5 年 3 月
14 日（火）に行われる右記事業

新たに市民活動団体として公益活動
を開始する団体等に、団体が活動や
事業を開始できるよう立ち上げ期に
係る費用に対して支援します。

助成対象経費の 3/4
（1団体当たり上限 10 万円）

チャレンジ
助成金

現在、市民活動を行っている団体に、
公益活動を拡大または新たな事業を
始める場合など、拡充等に係る費用
に対して支援します。

助成対象経費の 3/4
（1団体当たり上限 30 万円）
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